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当
連
盟
は
、
珠
算
教
育

の
普
及
向
上
並
び
に
社
会

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
団
体
で
あ

り
、
私
は
そ
の
一
員
で
あ

る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
そ
の
信
念
の
基
に

与
え
ら
れ
た
任
を
全
う
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

連
盟
が
直
面
す
る
重
要

な
課
題
の
一
つ
が
、
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
：
Ｉ

Ｔ
技
術
を
活
用
し
て
事
業

や
業
務
の
変
革
・
継
続
）

化
へ
の
更
な
る
推
進
へ
の

取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

組
織
体
制
の
見
直
し
を
含

め
、
単
な
る
デ
ジ
タ
ル
化

で
は
な
く
、
業
務
の
流
れ

や
ア
プ
リ
等
の
開
発
に
お

い
て
も
優
れ
た
機
能
・
操

作
性
や
デ
ザ
イ
ン
が
も
た

ら
す
、
快
適
に
使
用
で
き

る
使
い
や
す
さ
や
働
き
や

す
さ
の
追
求
が
な
け
れ
ば

受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

旧
態
依
然
の
考
え
と
運

営
で
は
本
当
の
Ｄ
Ｘ
は
進

化
ど
こ
ろ
か
、
や
や
も
す

る
と
費
用
対
効
果
も
期
待

で
き
な
け
れ
ば
、
人
材
・

人
手
不
足
も
招
く
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
Ｄ
Ｘ

に
よ
る
業
務
の
効
率
化
や

省
力
化
で
得
ら
れ
た
時
間

や
労
働
力
を
継
承
・
発
展

の
た
め
、
有
効
に
活
用
し

て
こ
そ
初
め
て
デ
ジ
タ
ル

化
の
成
果
と
い
え
ま
す
。

今
、
そ
の
声
が
、
行
動
が

波
と
な
り
、
本
部
に
届
き

始
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
未
来
社
会
と
の

共
存
の
な
か
で
珠
算
教
育

が
担
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
明

確
に
示
し
、
確
固
た
る
も

の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

副
理
事
長
と
は
、
理
事

長
を
補
佐
し
、
理
事
長
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
業
務
を
統

括
・
執
行
す
る
こ
と
、
そ

し
て
、
会
議
に
関
す
る
規

則
及
び
委
員
会
に
関
す
る

規
則
に
定
め
る
重
要
な
会

議
に
出
席
し
、
理
事
長
を

補
佐
す
る
と
い
う
重
要
な

務
め
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
２
年
間
は
、
昨
今

の
著
し
く
変
貌
を
遂
げ
る

社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
こ

の
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
変
化

に
も
適
合
す
る
組
織
運
営

を
目
指
し
、
山
戸
克
弘
副

理
事
長
と
と
も
に
こ
の
任

に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
ご
協
力
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が

就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　

こ
の
度
の
理
事
選
挙
に

お
い
て
、
代
議
員
の
先
生

方
の
ご
支
援
を
賜
り
、
当

選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
副
理
事
長
及
び

検
定
競
技
委
員
長
・
珠
政

連
の
会
長
と
い
う
大
役
を

拝
命
し
、
先
生
方
の
お
力

を
借
り
な
が
ら
、
職
務
を

遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

岡
久
副
理
事
長
と
と
も
に

工
藤
理
事
長
を
補
佐
し
、

理
事
の
先
生
方
と
難
局
を

乗
り
越
え
て
行
く
所
存
で

す
。

　

連
盟
創
立
70
周
年
記
念

式
典
が
来
年
に
迫
っ
て
き

て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の

先
生
が
京
都
に
集
結
さ
れ

会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
た
く
、
万
全
な
体
制

で
企
画
運
営
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
創
立
に

ご
尽
力
さ
れ
た
先
生
方

に
も
、
ご
参
集
い
た
だ
け

れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
先
生
方
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
全
国
的
に
塾
生
の
減

少
が
あ
り
、
厳
し
い
時
期

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
先

生
方
が
受
験
者
１
名
増
加

を
目
標
に
呼
び
か
け
て
い

た
だ
け
る
と
、
年
間
２
万

名
の
増
加
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
受
験
者
に
は

増
加
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。

初
級
検
定
・
準
級
検
定
試

験
を
低
年
齢
化
す
る
塾
生

に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
よ
い
効
果
と
受
験

者
増
加
が
期
待
で
き
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、
長
年
支
部
で
検
定

部
・
競
技
会
、
本
部
で
検

定
競
技
委
員
会
に
携
わ
っ

て
き
た
経
験
を
少
し
で
も

生
か
せ
る
よ
う
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
各
執
行
委
員
会

で
は
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
理
解
し
な
が
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
導
入

し
経
費
削
減
に
努
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
意
思
疎

通
の
た
め
に
は
対
面
式
の

会
議
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

先
輩
た
ち
が
築
き
上
げ
た

伝
統
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

若
い
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち

の
使
命
だ
と
日
々
努
め
ま

す
。

　

簡
単
で
は
あ
り
ま
す

が
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

お
い
て
顕
著
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
を
恐
れ
て
い
ま

す
。
本
部
・
支
部
、
そ
し

て
会
員
各
位
へ
の
互
恵
関

係
の
再
構
築
に
向
け
て
、

一
刻
も
早
い
本
部
・
支
部

の
増
収
策
に
力
を
注
ぐ
所

存
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
た
び
の
改

選
に
際
し
て
「
全
国
都
道

府
県
に
あ
ま
ね
く
珠
算
教

育
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の

拠
点
、
支
部
が
存
在
し
続

け
る
こ
と
」
を
立
候
補
の

思
い
と
し
ま
し
た
。
そ
の

う
え
で
、
地
域
に
根
差
し

た
珠
算
教
育
指
導
者
、
す

な
わ
ち
会
員
各
位
に
よ
る

「
憧
れ
の
あ
る
珠
算
教
育
」

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
連

盟
を
支
え
る
大
き
な
力
の

源
で
あ
る
こ
と
を
自
身
の

な
っ
た
も
の
の
、
令
和
５

年
度
予
算
で
は
諸
物
価

の
高
騰
も
重
な
っ
て
９
千

万
円
余
の
事
業
準
備
金
取

り
崩
し
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
困
窮
し
た
傾

向
は
支
部
財
政
に
も
如
実

に
表
れ
て
お
り
、
受
験
者

数
の
減
少
・
会
員
数
の
減

少
は
２
・
３
年
後
、
支
部

事
業
実
施
が
著
し
く
困
難

に
な
る
状
況
を
生
む
こ
と

に
つ
な
が
り
、「
負
の
連

鎖
」
を
生
み
出
し
か
ね
な

い
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
特
に

会
員
数
の
少
な
い
支
部
に

　

さ
て
、
３
期
目
の
理
事

長
職
を
拝
命
す
る
に
当

た
っ
て
、
私
は
本
部
・
支

部
の
財
政
面
で
の
安
定
を

第
一
の
目
標
に
掲
げ
ま
し

た
。
令
和
４
年
度
の
決
算

状
況
を
み
る
と
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
は
多
分
に
あ
る

と
し
て
も
、
検
定
受
験
者

数
は
珠
算
・
暗
算
と
も
全

段
・
級
位
で
減
少
と
な
り
、

珠
算
教
室
に
学
習
者
が

戻
っ
て
き
て
い
る
と
は
感

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
事
業
活

動
は
各
委
員
会
の
協
力
も

あ
っ
て
令
和
４
年
度
で
収

支
が
拮
抗
し
た
結
果
に

戻
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　

最
近
で
は
、
４
年
ぶ
り

に
通
常
開
催
と
な
っ
た
８

月
８
日
の
全
日
本
珠
算
選

手
権
大
会
は
６
０
７
名
参

加
の
も
と
、
新
し
い
メ

デ
ィ
ア
対
策
が
功
を
奏
し
、

多
数
の
報
道
関
係
者
が
取

材
に
訪
れ
、
各
地
で
大
会

の
話
題
を
提
供
し
て
く
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
沈
滞
ム
ー
ド
を
払
拭
す

る
う
れ
し
い
話
題
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
広
報
活

動
の
方
向
性
を
見
出
し
た

と
い
え
ま
す
。

　

４
年
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の

戦
い
も
５
月
８
日
、
２
類

か
ら
５
類
へ
の
移
行
に

よ
っ
て
、
い
く
ぶ
ん
緩
和

さ
れ
、
諸
会
議
・
各
種
事

業
が
対
面
式
で
の
開
催
に

移
行
し
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に

継
承
し
て
く
れ
た
連
盟
の

節
目
の
と
き
を
祝
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
来
年
３
月
、

サ
ク
ラ
咲
く
京
都
で
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
。

抱
負
と
し
ま
し
た
。
学
習

者
に
と
っ
て
、
地
域
に

と
っ
て
、
そ
し
て
社
会
に

と
っ
て
珠
算
学
習
が
「
憧

れ
の
教
育
」
で
あ
り
続
け

ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
厳
し
い

現
実
を
見
つ
め
な
が
ら
の

業
務
遂
行
で
は
あ
り
ま
す

が
、
連
盟
会
員
に
と
っ
て

待
ち
に
待
っ
た
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
も
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
来
春
３
月

30
日
（
土
）
に
連
盟
創
立

70
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀

会
、
翌
31
日
（
日
）
に
は

第
70
回
全
国
珠
算
研
究
集

会
が
京
都
市
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
会
員
各
位
と
と

も
に
先
人
が
立
ち
上
げ
、

　

秋
と
い
え

ば
“
芸
術
の

秋
”
を
思
い

浮
か
べ
る
人

も
少
な
く
な

い
と
思
う
。

世
界
中
の
誰
も
が
そ
の
名

を
知
っ
て
い
る
ス
ペ
イ
ン

が
生
ん
だ
20
世
紀
最
大
の

芸
術
家
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
。

彼
は
91
年
と
い
う
長
い
生

涯
に
わ
た
っ
て
表
現
活
動

を
続
け
た
が
、
死
ぬ
間
際

ま
で
そ
の
創
作
意
欲
を
失

う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い

う
。

　

ピ
カ
ソ
は
一
般
的
に
は

「
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
が
、
実
は

本
名
は
と
て
も
長
い
の
だ
。

「
パ
ブ
ロ
・
デ
ィ
エ
ゴ
・

ホ
セ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

デ
・
パ
ウ
ラ
・
フ
ァ
ン
・

ネ
ポ
ム
セ
ー
ノ
・
マ
リ
ー

ア
・
デ
・
ロ
ス
・
レ
メ
デ
ィ

オ
ス
・
シ
ブ
リ
ア
ー
ノ
・

デ
・
ラ
・
サ
ン
テ
ィ
シ
マ
・

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ル
イ
ス
・

イ
・
ピ
カ
ソ
（
※
諸
説
あ

り
）」
と
い
う
の
が
彼
の

本
当
の
名
前
な
の
で
あ

る
。
ま
る
で
落
語
の
世
界

の
「
寿
限
無
」
の
よ
う
に

長
い
名
前
で
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
が
つ
け
る
洗
礼
名
の

た
め
に
こ
れ
ほ
ど
長
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ

が
、
一
説
に
よ
る
と
ピ
カ

ソ
は
自
身
の
本
名
が
長
す

ぎ
て
覚
え
き
れ
な
か
っ
た

そ
う
で
あ
る
。
最
後
に
つ

け
ら
れ
て
い
る
「
ル
イ
ス
・

イ
・
ピ
カ
ソ
」
は
ル
イ
ス

が
父
親
、
ピ
カ
ソ
が
母
親

の
性
で
ス
ペ
イ
ン
で
は
名

前
の
最
後
に
自
動
的
に
つ

け
ら
れ
る
と
い
う
（
イ
は

「
〜
と
」
の
意
味
。
英
語

の
ａ
ｎ
ｄ
に
相
当
す
る
）。

本
来
な
ら
ば
父
親
の
性
で

あ
る
ル
イ
ス
を
名
乗
る
と

こ
ろ
だ
ろ
う
が
、
彼
の
故

郷
で
は
あ
り
ふ
れ
た
姓

だ
っ
た
こ
と
か
ら
ピ
カ
ソ

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
し
い
。

　

新
学
期
を
迎
え
先
生
方

の
教
室
に
も
新
入
生
が

続
々
と
ご
入
学
さ
れ
た
と

思
い
ま
す
が
、
最
近
、
読

み
方
の
難
し
い
名
前
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
感

じ
ま
せ
ん
か
。
例
を
挙
げ

る
と
「
南
風
（
み
う
）」、

「
桜
々
果
（
る
る
か
）」、

「
幽
久
（
ゆ
う
き
ゅ
う
）」、

「
大
数
（
ひ
ろ
か
ず
）」、

「
珠
華
（
み
か
）」
ｅ
ｔ
ｃ

…
さ
あ
、
ま
ず
は
名
前
か

ら
し
っ
か
り
覚
え
る
と
し

よ
う
。

（
樋
口　

賢
）

理
事
長
・
副
理
事
長
就
任
挨
拶

　

令
和
5
〜
6
年
度
全
珠
連
役
員
改
選
に
お
い
て
、
理
事
長
に
工
藤
壽
和
氏
（
青
森
県
）、

ま
た
、
副
理
事
長
に
は
岡
久
泰
大
氏
（
徳
島
県
）、
山
戸
克
弘
氏
（
広
島
県
）
が
就
任
し
た
。

副
理
事
長

岡
久 

泰
大

副
理
事
長

山
戸 

克
弘

理 

事 

長
工
藤 

壽
和
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◎
令
和
４
年
度
事
業
報
告
・
計
算
書
類
及
び
そ
れ
ら

の
附
属
明
細
書
並
び
に
財
産
目
録
の
承
認
の
件

※
こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
令
和
５
年
度
定
時
社
員
総

会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

◎
顧
問
契
約
の
件
（
あ
し
だ
総
合
法
律
事
務
所
）

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
の
受
講
料
変
更
の
件

◎
補
助
委
員
会
の
継
続
設
置
の
件

◎
名
誉
段
位
交
付
の
件

◎
令
和
５
年
度
定
期
表
彰
の
件

◎
規
則
・
規
程
の
一
部
改
正
の
件

◎
検
定
受
験
料
見
直
し
検
討
の
件

◎
新
入
会
員
承
認
の
件

〈
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
〉

令
和
５
年
8
月
9
日
開
催　

於
「
全
珠
連
本
部
事
務
局
」

第
44
回

　

第
１
号
議
案
｢令
和
４

年
度
計
算
書
類
（
貸
借
対

照
表
・
正
味
財
産
増
減
計

算
書
）
及
び
付
属
明
細
書

並
び
に
財
産
目
録
承
認
の

件
｣

　

第
２
号
議
案
「
役
員
退

職
慰
労
金
支
給
の
件
」

　

第
３
号
議
案
「
名
誉
会

長
・
顧
問
・
参
与
の
推
戴

の
件
」

　

第
４
号
議
案
「
役
員
の

報
酬
等
及
び
費
用
に
関
す

る
規
程
の
件
」

　

以
上
の
４
つ
の
議
案
に
つ

い
て
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
た
。
ま
た
第
１
号
議
案

に
関
連
し
て
、
令
和
４
年

度
事
業
報
告
が
行
わ
れ
た
。

新
役
員
選
出

　

第
５
号
議
案
「
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
承
認
の

件
」

　

議
長
は
議
案
上
程
の
前

に
現
役
員
が
退
任
す
る
旨

を
告
げ
、
代
表
し
て
工
藤

理
事
長
が
退
任
の
挨
拶
を

行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
選
挙
管
理
委

員
９
名
に
つ
い
て
諮
り
，

賛
成
多
数
を
も
っ
て
承
認

さ
れ
、
選
挙
管
理
委
員
長

は
委
員
の
互
選
に
よ
り
村

松
利
浩
氏
（
愛
知
県
）
が

選
任
さ
れ
た
。

　

第
６
号
議
案
「
理
事
・

監
事
選
任
の
件
」

　

全
国
区
理
事
の
み
定
数

を
超
え
た
こ
と
で
選
挙
と

な
り
、
地
方
区
理
事
、
監

事
（
全
国
区
）
は
定
数
内

立
候
補
者
の
た
め
無
投
票

当
選
と
な
っ
た
。

　

全
国
区
理
事
立
候
補
者

13
名
が
所
信
表
明
の
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
、
代
議
員

に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
に
よ

る
開
票
・
集
計
の
結
果
、

選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
当

選
者
が
告
知
さ
れ
た
。

　

議
長
は
理
事
当
選
者
15

名
、
監
事
当
選
者
１
名
と

第
43
回
理
事
会
に
お
い
て

決
議
さ
れ
た
会
員
外
理
事

候
補
者
５
名
、
会
員
外
監

事
候
補
者
１
名
、
合
計
22

名
の
新
役
員
の
選
任
に
つ

い
て
諮
り
、
賛
成
多
数
で

開

案

催

内

第
7
回
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会

研
修
学
教
委
員
会
・
珠
算
教
育
研
究
所
企
画

日
　
　
時
：
令
和
5
年
12
月
10
日（
日
）

　
　
　

 　
9
時
30
分
～
12
時
30
分

講
　
　
座
： 

　

第
１
講
座　

～
わ
か
る
・
で
き
る
・
す
き
に
な
る
～

　
　
　
　
　
　
　

  『
福
島
流
初
歩
指
導
』

　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
県
支
部　

福
島　

克
己
先
生

　

第
２
講
座　
『
今
、
学
校
教
育
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
』

　
　
　
　
　
　
　

�

―
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

特
別
支
援
教
育
を
中
心
に
―

　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
世
田
谷
区
立
笹
原
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
長　

大
場　
一
輝
先
生

受
講
料
：
お
一
人 

5
，0
0
0
円

　
　
　
　
　

※
た
だ
し
、
全
珠
連
会
員
は 

2
，0
0
0
円

受
講
単
位
：�

当
日
受
講
は
２
講
座
２
・
５
単
位
（
１
講
座
の

み
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
）

申
込
期
間
：�

11
月
6
日（
月
）10
時
～
10
日（
金
）15
時

　
　
　
　
　
︿
締
切
厳
守
﹀

申
込
方
法
：�

連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
新
着
情
報
「
講
習
会
」
の

申
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
、
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

送
金
期
日
：
11
月
16
日（
木
）︿
期
日
厳
守
﹀

　
　
　
　
　

入
金
確
認
後
、
受
講
確
定
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
：�

申
込
（
代
表
）
者
は
お
一
人
一
回
線
で
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

�

ま
た
、
一
回
線
で
複
数
名
（
支
部
・
地
区
・
家

族
単
位
等
）
の
受
講
も
可
能
で
す
。

　
　
　
　
　

�

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

承
認
さ
れ
た
。

　

選
任
さ
れ
た
新
役
員
は

左
記
の
と
お
り
。

　

議
長
に
よ
る
閉
会
の
こ

と
ば
に
よ
り
総
会
の
終
了

と
な
っ
た
。

〈
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
〉

令
和
５
年
9
月
３
～
４
日
開
催　

於
「
株
式
会
社
京
都

Ｊ
Ａ
ビ
ル
」
３
日
「
全
珠
連
本
部
事
務
局
」
４
日

第
45
回

◎
代
表
理
事
（
理
事
長
）
選
定
の
件

◎
副
理
事
長
の
選
任
の
件

◎
委
員
長
及
び
研
究
所
長
の
選
任
の
件

◎
執
行
委
員
会
副
委
員
長
の
選
任
の
件

◎
関
係
機
関
委
員
長
・
会
長
等
の
選
任
の
件

全 珠 連 創 立 70 周 年 記 念 式 典
第 70 回 全 国 珠 算 研 究 集 会

日　時　令和６年３月30日（土）
　　　　記念式典　15:30 ～ 16:30
　　　　祝　　宴　17:30 ～ 20:00
会　場　京都市「ホテルグランヴィア京都」
　　　　３F・源氏の間
参加料　会員　　15,000 円
　　　　会員外　18,000 円

申 込 先 参加申込書に必要事項をご記入のうえ、参加料を添えて各都道府県支部にお申し込みください。
申込期日 令和５年 12月８日（金）〈締切厳守〉

日　時　令和６年３月31日（日）
            ９:30 ～ 12:00
会　場　京都市「ホテルグランヴィア京都」
            ５Ｆ・古今の間
演　題　連盟創立 70 周年記念講演
　　　　『最高の未来を創る』
講　師　大嶋啓介氏
　　　　（株式会社てっぺん取締役会長）
参加料　会員　　5,000 円
　　　　会員外　8,000 円

令和５～６年度新役員が選出される
　

令
和
５
年
度
定
時
社
員
総
会
が
９
月
３
日
、
京
都
市
「
株
式

会
社
京
都
Ｊ
Ａ
ビ
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　

工
藤
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
顧
問
を
代
表
し
て
賀
藤
榮
治

顧
問
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
表
彰
式
の
後
、
出
席
社
員
か
ら
栗
田

昭
男
氏
（
静
岡
県
）
が
議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
を
進
行
し
た
。

令和６年３月
京都で挙行！！

今期に向けて決意を語る工藤壽和理事長

本
部
事
業
予
定

11
月
5
日　

第
30
回
学
術
顧
問
会
議　

京　
　

都

11
月
12
日　

珠
算
連
合
代
表
者
会
議　

東　
　

京

11
月
26
日　

第
418
回
珠
算
・
暗
算
検
定
試
験

全
国
一
斉

12
月
3
日　

理
事
会　
　
　
　
　
　
　

京　
　

都

12
月
10
日　

第
７
回
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会オ

ン
ラ
イ
ン

12
月
24
日　

珠
算
検
定
試
験
（
４
～
準
６
級
）

全
国
一
斉

　

億
と
い
う
文
字
は
、「
人
、
立
、
日
、

心
」
の
４
文
字
で
成
り
立
つ
。
私
は

「
人
々
が
立
ち
上
が
っ
て
日
々
心
を
一
つ

に
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
数
の
単
位
」
と

解
釈
し
た
い
。

　

そ
れ
は
、
当
連
盟
が
創
立
以
来
積
み
重

ね
て
き
た
金
字
塔
、
珠
算
と
暗
算
を
合
わ

せ
た
受
験
者
の
累
積
数
一
億
人
に
手
が
届

く
と
こ
ろ
ま
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在

約
９
千
３
百
万
人
、
残
る
は
７
百
万
人
。

　

本
部
の
事
業
は
、
３
つ
の
執
行
委
員
会

（
研
修
学
教
・
検
定
競
技
・
広
報
）
と
珠

算
教
育
研
究
所
、
総
務
委
員
会
そ
の
ほ
か

国
際
交
流
、
表
彰
及
び
顕
彰
、
珠
算
推
奨
、

珠
算
連
合
会
等
の
事
業
が
あ
る
。

　

こ
の
事
業
を
こ
れ
ま
で
通
り
に
行
う
こ

と
が
厳
し

く
な
っ
て

い
る
の
が

現
状
で
あ

る
。
こ
れ

は
少
子
化
、

会
員
の
高
齢
化
と
会
員
数
や
検
定
受
験
者

数
の
減
少
、
珠
算
教
育
に
関
す
る
関
心
の

低
下
等
が
要
因
と
い
え
る
。
出
生
数
の
減

少
に
歯
止
め
が
掛
か
り
そ
う
に
な
い
中
、

継
続
し
て
事
業
は
行
え
る
の
か
。
ど
う
す

る
？

　

昭
和
の
時
代
に
誕
生
し
た
珠
算
検
定
試

験
は
、
技
能
向
上
に
貢
献
し
、
経
済
の
著

し
い
発
展
を
支
え
た
こ
と
は
誰
も
が
認
め

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
の
珠
算
教
育
は
、

当
時
と
は
背
景
も
求
め
ら
れ
る
も
の
も
異

な
る
。
同
様
の
検
定
内
容
で
い
い
の
か
。

さ
あ
、
ど
う
す
る
？

　

対
策
と
し
て

一
．
事
業
の
見
直
し

　

将
来
を
見
据
え
た
事
業
内
容
を
精
査
し
、

継
続
・
強
化
す
べ
き
事
業
と
、
隔
年
開
催

や
縮
小
、
中
止
と
す
べ
き
事
業
に
分
け
る
。

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
安
定
し
た
運

営
体
制
の
構
築
を
目
指
す
。

二
．
リ
ス

キ
リ
ン
グ

（
学
び
直

し
）

　

科
学
の

進
歩
と
と

も
に
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
た
社
会
の
中
で
、

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
に
珠
算
指

導
者
と
し
て
学
ぶ
べ
き
こ
と
、
身
に
付
け

る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
更
に
深
く
究
め

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
教
育
・
研
修
を

最
も
重
要
視
し
て
き
た
団
体
で
あ
る
か
ら

こ
そ
。

三
．
準
備
金
の
確
保

　

健
全
な
運
営
の
基
に
目
指
す
べ
き
こ
と

は
準
備
金
の
確
保
で
あ
る
。
今
後
の
展
望

に
期
待
で
き
る
鍵
と
も
い
え
る
。

四
．
新
規
事
業
へ
の
取
り
組
み

　

新
し
い
こ
と
へ
の
取
り
組
み
は
、
活
気

や
期
待
、
前
向
き
な
姿
勢
が
生
ま
れ
る
。

何
に
取
り
組
む
か
、
で
あ
る
。

　

総
受
験
者
数
一
億
人
を
通
過
点
に
す
る

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
参
考
に
な
れ

ば
と
願
う
。

（
岡
久
泰
大
執
筆
委
員
）

ど
う
す
る
全
珠
連

　
　
～
未
来
に
向
け
て
の
挑
戦
～

　　　　選任された新役員 （順不同・敬称略）

《理　事》
前田　珠樹（愛知県）・斉藤　　徹（道　央）・丹野　知行（宮城県）
末吉　郁雄（鹿児島県）・岡久　泰大（徳島県）・工藤　壽和（青森県）
長尾　計昌（三重県）・澤田　悦子（大阪府）・山戸　克弘（広島県）
鈴木　宗一（兵庫県）・池田　美鈴（兵庫県）・宮城　忍人（沖縄県）
今　　容子（道　央）・櫻井　行雄（大阪府）・岡田富士登（広島県）
森谷　冝暉（産業能率大学名誉教授）・上垣　　渉（三重大学名誉教授）
木田　　稔（公認会計士）・中野　靖彦（愛知教育大学名誉教授）
伊藤　知之（弁護士）

《監　事》
森　　廣次（滋賀県）・神本　満男（公認会計士）

令和令和55年度定時社員総会開催年度定時社員総会開催

第70回全国珠算研究集会創立70周年記念式典・祝宴



第 662 号（第三種郵便物認可）全 国 珠 算 新 聞令和 5 年 11 月 １ 日（水曜日）（３）

　

連
日
猛
暑
日
が
続
く
今

夏
、
夏
休
み
に
入
っ
た
７

月
30
日
、
日
本
そ
ろ
ば
ん

資
料
館
に
て
第
３
回
そ
ろ

ば
ん
サ
マ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー

が
昨
年
に
続
き
開
催
さ
れ

た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
資

料
館
の
展
示
物
（
そ
ろ
ば

ん
、
書
籍
な
ど
）
の
見
学

や
ク
イ
ズ
形
式
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
参

加
す
る
児
童
た
ち
の
夏
休

み
の
自
由
研
究
に
役
立
て

て
も
ら
い
た
い
と
の
趣
旨

か
ら
企
画
し
た
。

　

当
日
は
午
前
５
組
、
午

後
６
組
の
親
子
が
参
加
。

そ
ろ
ば
ん
歴
史
ク
イ
ズ
、

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
館
内
見

学
を
兼
ね
た
自
由
研
究
、

そ
ろ
ば
ん
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ

く
り
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

今
年
も
谷
賢
治
名
誉
学

芸
員
、
太
田
敏
幸
学
芸
員

に
よ
る
分
か
り

や
す
く
丁
寧
な

解
説
を
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
聞

き
入
る
児
童
た

ち
の
姿
が
多
く

見
受
け
ら
れ
た
。

終
了
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は

『
歴
史
ク
イ
ズ

が
面
白
か
っ

た
』『
色
々
な

そ
ろ
ば
ん
を
知

る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
』

副
理
事
長

総
務
委
員
長

岡お
か

久ひ
さ

　
泰や

す

大お

　

総
務
委
員
会
は
、
組
織
機
構
の
運
営
と
効
率
化
、
財
政
基
盤

の
確
立
と
財
政
計
画
の
整
合
・
安
定
化
、
珠
算
教
育
に
関
す
る

功
労
者
の
表
彰
及
び
顕
彰
、
関
係
諸
団
体
と
の
交
流
と
連
携
、

珠
算
教
育
振
興
策
に
関
す
る
事
業
を
業
務
と
し
、
引
き
続
き
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

当
連
盟
で
は
、
会
員
の
高
齢
化
、
会
員
数
や
検
定
受
験
者
数

の
減
少
な
ど
、
一
朝
一
夕
に
は
解
決
で
き
な
い
課
題
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
珠
算
教
育
に
対
す
る
認
知
度
や
興
味
の
低
下
が

要
因
で
あ
り
、「
そ
ろ
ば
ん
の
教
育
的
効
果
」
を
知
ら
な
い
世

代
が
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
が
課
題
と
考
え
ま
す
。
昨
今
の
社
会

情
勢
を
踏
ま
え
、
多
岐
に
わ
た
る
事
業
の
遂
行
に
は
、
皆
様
の

ご
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

理　
　

事

広
報
委
員
長

末す
え

吉よ
し

　
郁い

く

雄お

　

こ
の
度
、
５
期
目
の
理
事
選
挙
に
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
８
年
間
検
定
競
技
委
員
会
に
携
わ
っ
て
き
て
お

り
ま
し
た
が
、
理
事
長
よ
り
広
報
委
員
長
職
を
拝
命
し
、
こ

れ
か
ら
の
２
年
間
、大
役
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

時
代
に
合
っ
た
色
々
な
Ｐ
Ｒ
媒
体
を
通
し
て
、
会
員
の
先
生

方
へ
必
要
な
情
報
を
発
信
し
、
生
徒
募
集
に
も
繋
が
る
よ
う

な
そ
ろ
ば
ん
学
習
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
け
た

ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

支
部
役
員
時
代
か
ら
約
34
年
間
、
競
技
に
携
わ
っ
て
き
た

私
が
初
め
て
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
一
抹
の
不
安
は
あ
り

ま
す
が
、
前
任
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
職
務
遂
行
に
あ
た
る
所
存
で
す
。

　

今
後
も
、
会
員
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

副
理
事
長

検
定
競
技
委
員
長

山や
ま

戸と

　
克か

つ

弘ひ
ろ

　

こ
の
度
、
支
部
及
び
中
国
地
方
連
合
会
の
推
薦
を
賜
り
全

国
区
理
事
選
挙
に
お
い
て
先
生
方
の
ご
支
援
に
よ
り
当
選
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

理
事
長
よ
り
３
期
目
の
検
定
競
技
委
員
長
を
任
命
さ
れ
、

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に

審
議
し
、
優
先
順
位
を
決
め
て
改
革
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

応
用
計
算
一
部
改
定
か
ら
１
年
が
経
過
し
、
十
段
審
査
に

お
い
て
も
全
珠
連
の
特
色
で
あ
る
選
択
科
目
の
応
用
計
算
で
、

合
格
者
が
輩
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会
も
無
事
開

催
が
で
き
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

理　
　

事

珠
算
教
育
研
究
所
長

澤さ
わ

田だ

　
悦え

つ

子こ

　

令
和
５
年
度
の
理
事
選
挙
に
お
い
て
９
期
目
の
当
選
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
珠
算
教
育
研
究
所
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
先
生
方
の
ご
支
援
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

研
究
所
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ

ン
講
習
会
等
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
創
立
70

周
年
を
迎
え
た
令
和
５
年
４
月
に
は
、「
日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料

館
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
先
達
の
方
々
が
大
切
に
残

し
て
く
だ
さ
っ
た
歴
史
的
伝
統
的
価
値
あ
る
資
料
等
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
研
究
員
・
学
芸
員
と
と
も
に
研
究
所
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
会
員
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

理　
　

事

研
修
学
教
委
員
長

前ま
え

田だ

　
珠た

ま

樹き

　

こ
の
度
、
５
期
目
の
理
事
に
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
引

き
続
き
研
修
学
教
委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。 

連
盟
の

現
状
を
鑑
み
、
全
国
珠
算
研
究
集
会
を
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン

の
交
互
開
催
と
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
で
は
一
層
の
内
容

充
実
を
図
り
、
会
員
の
皆
様
に
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
の
先
生
方
と
研
鑽
を
重
ね
、
元
気
・
活
力
を
分
か
ち

合
え
る
研
修
事
業
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
委

員
会
一
丸
と
な
っ
て
職
務
遂
行
に
あ
た
る
所
存
で
す
の
で
、

皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

監　
　

事

森も
り

　
　
廣ひ

ろ

次じ

　

よ
い
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、
仕
事
に
対
し
て
責
任
感
を

持
つ
と
と
も
に
、
自
分
と
は
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
と
も

に
働
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
何
に
価
値
が
あ
る
と
感
じ
る
の

か
、
異
な
る
考
え
を
持
つ
仕
事
仲
間
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め

る
た
め
に
は
、
想
像
や
共
感
に
よ
っ
て
、
相
手
の
考
え
て
い

る
こ
と
に
迫
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
相
手
が
抱
え
る
課
題
や

思
い
を
自
分
自
身
の
課
題
で
も
あ
る
と
捉
え
、
仕
事
に
取
り

組
む
姿
勢
こ
そ
が
『
自
分
ご
と
化
』
な
の
で
す
。
待
っ
て
い

て
も
仕
事
は
き
ま
せ
ん
。
結
果
的
に
打
た
れ
て
も
出
る
杭
に

な
る
ほ
う
が
経
験
の
幅
は
広
が
り
ま
す
。
勇
気
を
持
っ
て
い

る
こ
と
は
財
産
で
す
。

　

幅
広
い
業
務
に
目
を
凝
ら
し
、
ま
た
、
事
務
局
職
員
が
働

き
や
す
い
環
境
の
在
り
方
も
考
え
、
力
の
あ
る
限
り
が
ん
ば

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

−全珠連本部役員紹介−
令和 5 〜 6 年度
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理　

事斉さ
い

藤と
う

　
　
徹と

お
る

　

全
珠
連
は
珠
算
界
の
フ
ロ
ン

ト
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
た
い
と
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
支
部
の
意

見
に
耳
を
傾
け
、
情
報
を
共
有

し
柔
軟
な
組
織
運
営
を
心
が
け

ま
す
。
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理　

事長な
が

尾お

　
計か

ず

昌ま
さ

　

今
期
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た

広
報
活
動
に
勢
力
を
傾
け
、
会

員
・
連
盟
が
社
会
で
よ
り
認
知

さ
れ
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
イ

ン
ス
タ
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

理　

事宮み
や

城ぎ

　
忍し

の

人と

　

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
に
は
、
必
ず
リ
ス
ク
は
付

き
も
の
で
す
。
し
か
し
、
リ
ス

ク
を
恐
れ
て
の
現
状
維
持
で
は

後
退
し
て
い
き
ま
す
。
リ
ス
ク

に
と
ら
わ
れ
ず
、
前
進
し
て
い

く
組
織
に
し
た
い
で
す
。

理　

事今こ
ん

　
　
容よ

う

子こ

　

社
員
総
会
に
て
当
選
証
書
を

い
た
だ
き
、
初
め
て
の
理
事
会

に
出
席
し
ま
し
た
。
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、

誠
心
誠
意
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
所
存
で
す
。

理　

事櫻さ
く
ら

井い

　
行ゆ

き

雄お

　

大
好
き
な
全
珠
連
に
入
会
し

て
、
早
や
半
世
紀
余
り
。
全
珠

連
一
筋
、
こ
れ
か
ら
も
会
員
諸

先
生
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ご

支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

理　

事岡お
か

田だ

富ふ

士じ

登と

　

２
年
間
の
理
事
経
験
を
活
か

し
、代
議
員
（
会
員
）の
声
・
各
支

部
か
ら
の
要
望
を
反
映
さ
せ
る
べ

く
、十
分
に
討
議
を
し
、方
向
性
を

出
せ
る
よ
う
な
理
事
会
で
あ
る
よ

う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

上う
え

垣が
き

　
　
渉わ

た
る

中な
か

野の

　
靖や

す

彦ひ
こ

監　

事神か
み

本も
と

　
満み

つ

男お

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事 森も
り

谷や

　
冝よ

し

暉て
る

木き

田だ

　
　
稔み

の
る

伊い

藤と
う

　
知と

も

之ゆ
き

池い
け

田だ

　
美み

鈴す
ず

　

連
盟
70
年
の
歴
史
を
築
き
上

げ
た
先
人
の
先
生
方
に
尊
敬
と

感
謝
を
持
ち
な
が
ら
、
会
員
の

皆
様
と
と
も
に
、
時
代
に
沿
っ

た
取
り
組
み
に
知
識
を
出
し
合

っ
て
、
こ
れ
か
ら
先
も
伝
統
を

守
り
続
け
、
全
珠
連
発
展
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

理　

事

丹た
ん

野の

　
知と

も

行ゆ
き

　

生
き
残
っ
た
者
は
強
い
者
で

も
賢
い
者
で
も
な
い
、
常
に
進

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
珠
連

発
展
の
た
め
、
努
力
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

理　

事

鈴す
ず

木き

　
宗そ

う

一い
ち

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

珠
算
教
育
の
さ
ら
な
る
発
展
に

向
け
て
常
に
前
向
き
に
行
動
し

て
ゆ
く
所
存
で
す
。【
和
衷
協

同
】、
全
会
員
が
心
を
一
つ
に
し

て
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

理　

事

と
前
向
き
な
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。
ま
た
、
保
護
者

か
ら
は
『
同
じ
そ
ろ
ば
ん

教
室
の
保
護
者
仲
間
に
も

お
す
す
め
し
た
い
』『
そ

ろ
ば
ん
に
関
す
る
知
識
が

深
ま
り
興
味
深
か
っ
た
』

と
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

た
。

　

今
回
「
ひ
い
お
じ
い

ち
ゃ
ん
か
ら
受
け
取
っ
た

昔
の
そ
ろ
ば
ん
を
調
べ
た

い
」
と
希
望
す
る
参
加
者

が
当
日
そ
の
そ
ろ
ば
ん
を

持
っ
て
こ
ら
れ
、
太
田
学

芸
員
の
説
明
を
受
け
保
護

者
と
も
ど
も
喜
ん
で
い

た
。
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん

か
ら
譲
り
受
け
た
そ
ろ
ば

ん
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
て
欲
し
い
と
感
じ
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
の
様
子

は
、
日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

中
。

そ
ろ
ば
ん

サ
マ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー

第３回
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３
大
会
連
続
１
問
目
正
解
で
３
連
覇
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
今
年
か
ら
社
会
人
に
な
り
練
習
環
境
も
ガ

ラ
リ
と
変
わ
っ
て
、
大
変
な
中
で
も
自
分
な
り
の
道
を
見
つ
け
れ

ば
続
け
て
い
け
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
今
回
こ
の
大

会
に
出
場
で
き
て
一
番
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
大
会
会
場
で
全
国

の
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え
た
こ
と

で
す
。
挫
け
ず
に
が
ん
ば
っ
て
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

普
段
の
練
習
時
間
と
心
掛
け
て
い
る
こ
と

　

練
習
時
間
は
特
に
決
ま
っ
て
な
い
で
す
。

　

調
子
が
よ
い
と
き
は
真
剣
に
、
調
子
が
よ
く
な
い
と
き
は
ス

パ
ッ
と
切
り
上
げ
て
休
ん
で
い
ま
す
。

　

大
会
本
番
を
意
識
し
な
が
ら
練
習
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。

フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
競
技
　

優
勝

読
上
暗
算
競
技
　

優
勝

　

昨
年
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
の

で
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

本
番
に
臨
ん
だ
と
き
の
気
持
ち
に

つ
い
て

　

平
常
心
を
保
つ
こ
と
を
心
が
け
、

余
裕
を
持
っ
た
ペ
ー
ス
配
分
で
問

個人総合競技　そろばん日本一
土屋　宏明 選手（宮城県・一般）

個人総合競技　小学生そろばん日本一
髙嶋　　優 選手（千葉県・小６）

　

満
点
で
小
学
生
日
本
一
が
と
れ
て
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

去
年
か
ら
目
指
し
て
い
た
２
連
覇
と
い
う
目
標
を
達
成
で
き
た
喜

び
も
、
と
て
も
大
き
か
っ
た
で
す
。
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

本
番
に
臨
ん
だ
と
き
の
気
持
ち
に
つ
い
て

　

先
生
か
ら
「
満
点
と
か
日
本
一
と
か
余
計
な
こ
と
は
考
え
る

な
！
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
の
で
、
い
つ
も
通
り
の
や
り

方
で
や
る
！
と
い
う
こ
と
だ
け
を
考
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
目

の
前
の
問
題
に
集
中
！！
自
分
と
の
勝
負
だ
！！
と
思
っ
て
の
ぞ
み
ま

し
た
。

今
後
の
目
標

　

部
門
別
や
学
年
別
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
混
ざ
っ
た
全
体
で
日

　

と
に
か
く
う
れ
し
い
の
一
言
で
す
。
11
年
前
か
ら
優

勝
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
正
直
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗

算
競
技
で
優
勝
し
た
と
き
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

本
番
に
臨
ん
だ
と
き
の
気
持
ち
に
つ
い
て

　

自
分
は
頂
点
に
立
っ
て
い
る
存
在
で
は
な
い
、
追
い

か
け
て
い
る
立
場
で
あ
る
こ
と
を
常
に
言
い
聞
か
せ
て

い
ま
し
た
。

普
段
の
練
習
時
間
と
心
掛
け
て
い
る
こ
と

　

大
会
前
に
総
合
、
種
目
別
合
わ
せ
て
１
日
２
～
３
時

間
程
度
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

読
上
は
１
日
20
～
40
問
く
ら
い
で
す
。

　

ま
た
、
緊
張
す
る
と
手
が
震
え
て
し
ま
う
た
め
、
そ

の
対
策
と
し
て
腕
に
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
付
け
て
練
習

し
ま
し
た
。

読
上
算
競
技
　

優
勝

　

こ
の
全
日
本
で
日
本
一
を
獲
る
こ
と
が
で
き
て
、
本
当

に
う
れ
し
い
で
す
！！
私
が
初
め
て
全
日
本
に
出
場
し
た
と

き
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
日
本
一
が
笹
野
健
夫
選
手
で
、
そ

の
と
き
に
「
す
ご
い
！
」
と
ず
っ
と
憧
れ
を
も
っ
て
い
ま

し
た
。
４
年
前
く
ら
い
か
ら
自
分
も
上
位
に
仲
間
入
り
す

る
こ
と
が
で
き
、
10
回
目
の
全
日
本
で
あ
る
今
年
、
遂
に

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
う
れ
し
い
し
、
た
く
さ

ん
の
選
手
に
祝
っ
て
も
ら
え
て
幸
せ
で
し
た
！
大
会
記
録

も
更
新
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

練
習
で
特
に
意
識
し
た
こ
と

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
は
練
習
を
や
り
す
ぎ
て
も
目
が
乾
燥

し
て
疲
れ
て
し
ま
う
の
で
、
１
回
10
分
な
ど
の
短
い
時
間

で
集
中
し
て
練
習
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

髙
嶋　
　

優　

選
手
（
小
６
）

　

都
道
府
県
メ
ン
バ
ー
に
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ル
ー
ル
も

よ
く
わ
か
ら
ず
不
安
で
し
た
。
け
れ
ど
も
練
習
を
重
ね
、
本
番
は
楽

し
く
競
技
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
優
勝
ま
で
で
き
て
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

益
満　

弓
斗　

選
手
（
中
３
）

　

昨
年
は
敗
退
し
て
し
ま
い
、
悔
し
か
っ
た
が
、
今
年
は
優
勝
で
き

て
素
直
に
う
れ
し
か
っ
た
。

堀
内　

遥
斗　

選
手
（
大
４
）

　

３
人
で
団
結
し
て
楽
し
く
で
き
た
結
果
が
優
勝
と
な
り
、
新
た
な

景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

３
人
の
作
戦

　
「
２
回
戦
・
３
回
戦
は
絶
対
に
間
違
え
な
い
よ
う
に
正
確
に
や
ろ
う
」

「
決
勝
戦
は
ス
ピ
ー
ド
重
視
で
挑
み
楽
し
も
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

都道府県対抗競技　優勝

辻窪　凛音 辻窪　凛音 選手選手
（埼玉県・高３）（埼玉県・高３）

久保　　新 久保　　新 選手選手
（道央・一般）（道央・一般）

髙
嶋
　
　
優

髙
嶋
　
　
優  

選
手
選
手

益
満
　
弓
斗

益
満
　
弓
斗  

選
手
選
手

堀
内
　
遥
斗

堀
内
　
遥
斗  

選
手
選
手

千葉県チーム

浅野　貴広 浅野　貴広 選手選手
（道央・一般）（道央・一般）

本
一
を
と
り
た
い
で
す
。

ま
た
満
点
を
と
っ
て
、

決
勝
で
戦
え
る
選
手
に

な
り
た
い
で
す
。

題
を
解
き
終
わ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
決
勝
は
楽
し
む
こ
と
を
意

識
し
て
、
少
し
で
も
緊
張
が
和
ら
ぐ
よ
う
に
し
ま
し
た
。

練
習
で
特
に
意
識
し
た
こ
と

　

大
会
の
会
場
・
雰
囲
気
・
座
席
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
本
番
同
様

の
意
識
を
持
ち
、
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

あ
な
た
に
と
っ
て
の
“
そ
ろ
ば
ん
”

　

自
分
の
人
生
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
成
長
さ
せ
て
く
れ

る
も
の
で
す
。

今
後
の
目
標

　

来
年
「
そ
ろ
ば
ん
日
本
一
」
連
覇
を
目
指
し
ま
す
。

　

１
年
１
年
大
事
に
、
大
会
に
挑
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大会動画を

に公開中
令和5年度全日本珠算選手権大会

全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会

全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会

--

各
競
技
優
勝
者
の
声

各
競
技
優
勝
者
の
声--
令和5年度

6面に関連記事
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８
月
20
日
、
旭
川
で
も

珍
し
く
連
日
30
度
超
え
と

い
う
猛
暑
の
中
、
13
時
か

ら
の
定
時
総
会
の
あ
と
に

支
部
顧
問
の
古
川
賢
司
先

生
に
よ
る
講
習
会
が
開
か

れ
た
。
支
部
会
員
も
42
名

と
減
少
し

て
い
る
中
、

出
席
者
は

14
名
で

あ
っ
た
。

　

演
題
は
、

『
道
北
支

部
の
歴
史
』

①
支
部
設

立
か
ら
現

在
ま
で
②

地
区
の
拡

大
③
会
員

　

８
月
16
日
か
ら
20
日
ま

で
の
５
日
間
、
三
重
県
桑

名
市
博
物
館
で
「
数
え
る

　
「
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
」

は
父
の
代
か
ら
40
年
以
上

も
続
い
て
い
る
教
室
の
恒

例
行
事
で
す
。
今
年
も
こ

の
行
事
を
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
高
校
生
の
頃
か
ら

父
の
教
室
を
手
伝
っ
て
い

ま
し
た
が
、
完
全
に
引
き

継
い
で
10
年
程
に
な
り
ま

す
。
こ
の
「
じ
ゃ
が
い
も

掘
り
」
は
父
の
代
か
ら
変

わ
ら
ず
に
毎
年
６
月
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

じ
ゃ
が
い
も
は
２
月
に

畑
を
耕
し
、
親
芋
を
植
え

ま
す
。
肥
料
、
水
や
り
、

そ
し
て
草
刈
り
と
、
畑
の

管
理
は
今
で
も
父
と
母
が

数
・
受
験
者
数
そ
の
他
④

国
際
親
善
大
会
、
本
部
設

立
の
趣
旨
か
ら
は
じ
ま
り
、

支
部
、
そ
し
て
順
次
各
地

区
の
設
立
に
至
る
ま
で
、

先
人
の
努
力
に
よ
り
無
事

12
地
区
が
設
立
さ
れ
た
こ

と
。
続
け
て
、
検
定
試
験
、

競
技
会
（
特
に
台
湾
と
の

親
善
競
技
会
）
等
、
詳
し

く
お
話
し
さ
れ
た
。

　

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

支
部
の
歴
史
が
、
今
回
の

や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
芋
が
大
き
く
な
る

５
月
頃
に
雨
が
多
く
、
で

き
が
心
配
で
し
た
が
、
参

加
し
た
生
徒
た
ち
は
先
を

あ
ら
そ
っ
て
土
を
掘
り
、

蔓
の
下
か
ら
じ
ゃ
が
い
も

を
見
つ
け
て
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
。

　

掘
っ
た
じ
ゃ
が
い
も
は

め
い
め
い
が
家
に
持
ち
帰

り
ま
す
。
家
族
全
員
で
参

加
し
た
生
徒
の
親
御
さ
ん

た
ち
か
ら
は
「
し
ば
ら
く

の
間
は
じ
ゃ
が
い
も
を
買

わ
ず
に
す
む
」「
新
鮮
な

の
で
ホ
ク
ホ
ク
し
て
、
と

て
も
美
味
し
い
」
と
喜
び

の
声
を
聞
き
ま
す
。

　

こ
の
行
事
を
通
じ
て
、

教
室
と
は
異
な
る
形
で
生

徒
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で

き
、
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。

40
年
以
上
続
く
「
じ
ゃ
が

い
も
掘
り
」、
梅
雨
の
時

期
の
行
事
な
の
に
一
度
も

雨
で
中
止
に
な
っ
た
こ
と

が
な
い
ん
で
す
！
き
っ
と

私
の
日
頃
の
行
い
が
よ
い

の
で
し
ょ
う
！？
（
笑
）

　

こ
れ
か
ら
も
代
々
受
け

継
い
だ
田
畑
と
父
が
開
い

た
こ
の
教
室
を
、
生
徒
た

ち
と
共
に
引
き
継
ぎ
、

守
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

〇
イ
ン
カ
文
明

　

15
世
紀
の
中
頃
、
南
ア

メ
リ
カ
大
陸
で
は
、
ひ
と

つ
の
帝
国
が
盛
ん
に
な
り

ま
し
た
。
帝
国
は
太
平
洋

沿
い
に
１
，２
０
０
キ
ロ

の
広
が
り
を
み
せ
、
そ
の

中
心
は
ペ
ル
ー
あ
た
り
で

し
た
。
こ
の
地
に
住
む
人

び
と
は
、
み
な
イ
ン
カ
帝

国
の
支
配
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

〇
キ
ー
プ
と
は

　

イ
ン
カ
人
は
、
文
字
を

使
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

人
口
な
ど
を
記
録
す
る
方

法
と
し
て
、
キ
ー
プ
と
い

う
も
の
を
用
い
ま
し
た
。

キ
ー
プ
は
紐
の
色
で
物
の

種
類
を
あ
ら
わ
し
、
結
び

目
の
位
置
と
形
で
数
を
あ

ら
わ
し
た
も
の
で
、
か
な

り
込
み
入
っ
た
こ
と
も
記

録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
る
時
代
に
ど
ん
な

人
が
、
何
人
ぐ
ら
い
い
た

の
か
ま
で
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
で
、
通
信

盤
（
さ
ん
ば
ん
））”
の
よ

う
な
も
の
「
ユ
パ
ナ
」
が

使
わ
れ
ま
し
た
。
ユ
パ
ナ

（
計
算
板
）
は
、
算
木
計

算
用
の
算
盤
と
よ
く
似
て

い
ま
す
。 

算
盤
面
に
は
、

５
行
×
４
列
の
20
の
枠
が

表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
枠
内
に
は
、
右

か
ら
１
・
２
・
３
・
５
の

表
記
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
下
部
が
一
の
位
、
下
か

ら
２
行
目
が
十
の
位
、
下

か
ら
３
行
目
が
百
の
位
…
。

〇
計
算
方
法
（
白
い
粒
を

プ
ラ
ス
、
黒
い
粒
を
マ
イ

ナ
ス
と
す
る
）

　

加
算
の
と
き
は
、
算
盤

面
（
ユ
パ
ナ
）
上
の
枠
内

に
白
い
粒
を
置
き
、
そ
の

後
、
す
で
に
置
か
れ
て
い

る
粒
と
同
じ
枠
内
に
加
え

る
白
い
粒
を
置
く
。
整
理

す
れ
ば
計
算
が
終
了
し
ま

す
。
減
算
の
と
き
は
、
算
盤

面
上
の
枠
内
に
白
い
粒
を

置
き
、
そ
の
後
、
す
で
に

置
か
れ
て
い
る
粒
と
同
じ

枠
内
に
マ
イ
ナ
ス
の
黒
い

粒
を
置
く
。
同
じ
枠
内
の

白
（
プ
ラ
ス
）
と
黒
（
マ

イ
ナ
ス
）
が
同
じ
数
あ
る

場
合
、
白
黒
セ
ッ
ト
を
枠

内
か
ら
除
外
す
る
。
こ
れ

が
減
算
の
方
法
で
す
。

（
日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館

学
芸
員　

太
田　

敏
幸
）

員
に
よ
り
イ
ン
カ
帝
国
各

地
で
や
り
と
り
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

〇
キ
ー
プ
解
読
者
の
絵

　

左
の
絵
は
、
ポ
マ
・
ド
・

ア
ヤ
マ
が
描
い
た
絵
で
す
。

手
に
持
っ
て
い
る
の
が
紐

に
結
び
目
を
つ
け
た
キ
ー

プ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
正

確
な
記
録
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
絵
の
左
下

に
あ
る
の
は
、
イ
ン
カ
人

が
数
を
か
ぞ
え
る
の
に

使
っ
た
道
具
「
ユ
パ
ナ
」

で
す
。
全
体
が
20
の
枠
に

区
切
ら
れ
て
い
て
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
粒
が
置
い
て

あ
り
ま
す
。

〇
ユ
パ
ナ
（
イ
ン
カ
の
そ

ろ
ば
ん
）
と
は

　

数
は
十
進
法
で
か
ぞ
え

ら
れ
、
そ
れ
は
現
在
の
私

た
ち
の
か
ぞ
え
方
と
似
た

方
法
で
し
た
。
計
算
を
す

る
に
は
、“
そ
ろ
ば
ん（
算

珠
の
た
よ
り

“
地
域
発
”
そ
ろ
ば
ん
ニ
ュ
ー
ス

道

北

道

北

三

重

三

重

全珠連検定試験
十 段 位 合 格 者

第416回
（令和5年7月23日実施）敬称略

〈 珠　算　10名 〉

〈 暗　算　３名 〉

高専4
（18）

道
函大お

お

平ひ
ら　

　

蒼あ
お
い

中２
（13）

愛
知
県

勝か
つ

田だ　

結ゆ

衣い

高１
（15）

埼
玉
県

後ご

藤と
う

智ち

彩さ

貴き

高３
（18）

沖
縄
県

町ま
ち

田だ　
　

凜り
ん

小５
（11）

沖
縄
県

本も
と

木き　

陽は
る

斗と

中１
（12）

道
央久く

保ぼ

田た

留る

惟い

中３
（15）

愛
知
県

堀ほ
り

江え

祐ゆ

果か

里り

（22）

青
森
県

栁や
な
ぎ

田た　

裕ひ
ろ

斗と

中２
（14）

三
重
県

山や
ま

嵜ざ
き　

瑚こ

夏な
つ

高２
（17）

大
阪
府

片か
た

田だ　

陽ひ
な

太た

神
奈
川
県

吉よ
し

田だ　

紗さ

彩あ
や

高１
（15）

全珠連ホームページで
合格者の声を掲載中
そろばんのチカラ

愛
知
県

大お
お

嶋し
ま　

星せ

七な

中２
（13）

広
島
県

石い
し

中な
か　

海み

羽わ

中３
（14）

珠
算
指
導
者
講
習
会

道
北
支
部
の
歴
史

〈演題〉

父から受け継いだ
恒例行事

奈良県　平田登志子

ユ　パ　ナ
〜インカのそろばん〜

講
習
会
で
よ
く
わ
か
っ
た

と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た

講
習
会
で
あ
っ
た
。

こ
と
の
深
さ　

そ
ろ
ば
ん

展
」
と
題
し
て
、
連
盟
顧

問
の
曽
我
和
三
郎
氏
の
そ

ろ
ば
ん
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
は
お
孫
さ

ん
が
中
心
と
な
り
、
元
教

え
子
ら
が
つ
く
っ
た
「
そ

ろ
ば
ん
同
好
会
」
の
メ
ン

バ
ー
た
ち
の
手
で
行
わ

れ
、
５
日
間
で
５
４
７
名

の
観
覧
者
が
あ
り
ま
し

た
。

　

顧
問
が
教
室
70
年
の
期

間
に
収
集
し
た
中
か
ら
珍

し
い
と
思
わ
れ
る
そ
ろ
ば

ん
１
５
０
丁
が
展
示
さ

れ
、
そ
の
中
に
は
三
重
県

ら
し
く
「
真
珠
」
を
珠
と

し
た
も
の
も
。
ち
ょ
っ
と

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
２

０
０
８
年
に
宇
宙
飛
行
士

の
星
出
彰
彦
さ
ん
と
宇
宙

に
行
っ
た
そ
ろ
ば
ん
の
レ

プ
リ
カ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

来
館
し
た
小
学
生
は

「
真
珠
の
そ
ろ
ば
ん
な
ど

が
き
れ
い
で
、
も
っ
と
そ

ろ
ば
ん
を
が
ん
ば
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
」、
保
護
者

の
方
か
ら
は
「
子
供
が
と

て
も
喜
ん
だ
。
大
満
足
の

イ
ベ
ン
ト
で
し
た
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
現
在
、
教

室
で
そ
ろ
ば
ん
を
習
っ
て

い
る
子
供
た
ち
に
、
別
の

角
度
か
ら
そ
ろ
ば
ん
の
魅

力
に
気
づ
い
て
も
ら
え
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

数えることの深さ
　そろばん展
珠玉の品 多数展示

道北支部の歴史を語る古川賢司先生

数々の曽我コレクション

キープ解読者の絵
㈱佑学社「目で見る世界の古代文明シリーズ５」より
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※本頁は教場等でご活用ください。

答えは連盟HPの「新着情報（ニュース）」
を見てね！（11月中旬公開予定）

そろばんのチカラ 検　索

21回目のテーマは
『ハロウィン』
まちがいが10コあるよ！

令和5年度 全日本珠算選手権大会

優勝選手が贈るメッセージ
そろばんを学ぶ

子供たちへ

小学生そろばん日本一

千葉県　髙 嶋 　 優　選手（12歳）
　満点がとれたのは指導して
くださる先生方、一緒に練習
してくれた先輩や仲間たちの
おかげです。自分を支えてくれ
る人たちへの感謝の気持ちを
忘れずに毎日練習しましょう。

個人総合競技

　大会に参加すると度胸も力
も必ずつきます！
　全国のたくさんの選手から
刺激をもらってがんばってく
ださい。

道　央　久 保 　 新　選手（22歳）
読上暗算競技

　大会でも検定でも、常によい結果が出るとは限
りません。
　前向きに努力を続けて、目標に近づき、そして
達成してください。

そろばん日本一

宮城県　土屋　宏明　選手（37歳）
個人総合競技

埼玉県　辻窪　凛音　選手（18歳）
　私が初めて出た全日本で
憧れをもったように、皆さ
んも誰かに憧れをもち、目
標として一生懸命努力すれ
ばいつか結果はついてくる
と思います！！

フラッシュ暗算競技

　年齢を重ねていくと、そろば
んのよさが分かるときがくると
思います。なので、１日５分で
もいいので、そろばんを続けて
みてください。何か新しいこと
が見えてくるかもしれません。

道　央　浅野　貴広　選手（27歳）
読上算競技

令和 5年度
全日本通信珠算競技大会開催

主催・公益社団法人全国珠算教育連盟
後援・文部科学省

　

令
和
5
年
度
全
日
本
通

信
珠
算
競
技
大
会
が
10
月

15
日
（
一
部
地
域
を
除
く
）、

各
地
に
設
け
ら
れ
た
約

1
2
0
の
会
場
で
全
国
一

斉
に
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
約
7
，0
0
0

名
が
参
加
し
、
小
学
校
4

年
生
以
下
・
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
学
校
・
一
般

の
5
部
門
で
全
国
上
位
入

賞
を
目
標
に
技
を
競
い

合
っ
た
。

　

大
会
の
成
績
は
次
号
に

掲
載
の
予
定
。

　イギリスはイングランド、ウエールズ、スコットランド、北アイルランドの４つの国から構

成されており、数日前まで行われていたラグビーワールドカップにおいても、イングランド、

ウエールズ、スコットランドがそれぞれの代表チームを編成し出場していた。

　前回イギリスの珠算教育事情をご紹介したが、その構成国の１つであるウエールズに、国際

珠算普及基金として忘れることができない研究者（指導者）がいらっしゃるので紹介したい。

　ウエールズで長い間、算数・数学の教員として活躍されたガレス・グリフィス先生はご自身

の研究課題である“脳に有効的な教育”に取り組む中でそろばんと出会った。のちにマルカリ

アン君枝先生、トモエ算盤の藤本トモエ社長のお取り計らいにより当基金とのご縁が生まれ、

国際珠算交流合宿にも参加された。３泊４日の期間中、穏やかな笑顔で計算に取り組み、そろばんに関することから日本文化に関することまで、担当の宝田先生に多くの

質問をされていた姿が印象的だった。

　帰国後、ガレス先生はそろばんの知識を世界に広げるためのウェブサイト“sorobancymru”を開設されるなど、積極的に活動されている（ホームページは現在閉鎖

の模様）。

　ちなみに“cymru”はウエールズ語で“ウエールズ人”を意味する言葉である。

イギリス（ウエールズ）イギリス（ウエールズ）
Vol.２５Vol.２５


